
一般質問

問
　
地
域
防
災
対
策
の
重

要
な
３
点
の
項
目
に
つ
い

て①
住
宅
の
耐
震
化

答

　昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造

住
宅
所
有
者
に
対
し
無
料

で
耐
震
診
断
並
び
に
耐
震

改
修
の
概
算
費
用
算
出
を

実
施
。
ま
た
改
修
費
用
の

一
部
を
補
助
で
き
ま
す
。

②
避
難
行
動
要
配
慮
者
の

個
別
避
難
計
画
・
事
業
所

の
福
祉
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
作
成

答

　対
象
の
方
で
情
報
の

同
意
を
得
ら
れ
た
方
に
つ

い
て
、
区
長
と
民
生
委
員

に
協
力
い
た
だ
き
地
域
の

特
性
や
実
情
を
踏
ま
え
作

成
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
す
べ
て
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
事
業
者
に
義
務
づ

け
ら
れ
た
福
祉
Ｂ
Ｃ
Ｐ
も

各
事
業
所
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

③
防
災
教
育

答

　学
童
保
育
所
や
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
に
出
前
講
座

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
学

問
　
由
良
谷
川
・
家
棟
川

の
合
流
に
よ
る
災
害
発
生

確
率
に
つ
い
て
は
。

答

　由
良
谷
川
が
天
井
河

川
で
あ
っ
た
時
の
河
川
勾

配
は
、
平
均
０
．67
％
（
１

／
１
５
０
）で
、
改
修
後
は

０
．
37
％
（
１
／
２
７
０
）

と
緩
く
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
50
年
確
率
に
て

由
良
谷
川
の
河
川
整
備
が

行
わ
れ
た
こ
と
で
、
流
下

能
力
の
平
均
は
、
改
修
前

１
秒
間
に
15
㎥
か
ら
改
修

後
40
㎥
と
約
2.6
倍
と
な
り
、

同
じ
く
50
年
確
率
の
家
棟

川
に
合
流
す
る
こ
と
で
、

中
央
地
先

の
水
害
確

率
の
低
減

に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

問
　
通
学
路
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
は
。

答

　小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

か
ら
毎
年
提
出
さ
れ
る
危

険
箇
所
改
善
要
望
を
受
け
、

湖
南
市
通
学
路
等
交
通
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い

校
で
は
条
件
の
違
う
避
難

訓
練
の
実
施
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
の
防
災
マ
ッ
プ
の
確

認
、
滋
賀
県
版
マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
活
用
な
ど
わ

が
こ
と
と
と
ら
え
ら
れ
る

学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

各
家
庭
で
話
し
合
え
る
よ

う
な
機
会
を
作
っ
て
い
く

こ
と
も
肝
要
と
考
え
ま
す
。

問
　
湖
南
市
の
特
別
支
援

の
重
要
な
役
割
を
担
う
こ

と
ば
の
教
室
は
他
市
に
比

べ
て
業
務
内
容
が
多
い
と

考
え
ま
す
。
専
任
の
心
理

士
や
中
学
校
教
室
の
増
設

を
図
り
、
よ
り
充
実
し
た

体
制
を
作
っ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

答

　県
へ
の
要
望
も
し
つ

つ
現
在
の
指
導
の
質
を
落

と
さ
ず
負
荷
を
軽
減
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

問
　
公
園
の
ト
イ
レ
の
洋

式
化
に
つ
い
て

答

　洋
式
ト
イ
レ
の
比
率

は
36
．
５
％
。
そ
の
他
の

課
題
も
含
め
検
討
委
員
会

で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

て
合
同
点
検
を
行
い
、
検

討
や
検
証
を
加
味
し
、
国

が
新
た
に
創
設
し
た
通
学

路
の
安
全
対
策
個
別
補
助

制
度
を
活
用
し
た
交
通
安

全
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
　
ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ
の
育

成
・
保
護
・
発
芽
は
。

答

　専
門
的
知
見
を
有
し

た
滋
賀
県
樹
木
医
会
に
委

託
し
、
土
壌
や
水
の
条
件

が
異
な
る「
試
験
区
」
ご
と

に
、
そ
れ
ぞ
れ
苗
木
の
植

栽
と
種
ま
き
を
行
い
、
ウ

ツ
ク
シ
マ
ツ
の
育
成
状
態

を
調
査
・
研
究
し
て
い
ま

す
。　ま

た
、
育
成
に
は
、
人

間
が
踏
み
込
む
踏
圧
が
良

く
な
い
点
、
下
草
刈
り
、

落
葉
掻
き
、
枯
損
木
や
支

障
木
の
伐
採
等
作
業
に
は

細
心
の
注
意
を
払
う
と
と

も
に
、
播
種
区
画
や
補
植

苗
に
も
防
護
柵
を
設
置
す

る
な
ど
、
樹
木
医
に
よ
る

指
導
の
も
と
踏
圧
に
よ
る

成
育
障
害
が
発
生
し
な
い

よ
う
努
め
ま
す
。
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